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1．はじめに
東京理科大学は 1881 年（明治 14 年）にその前

身となる「東京物理学講習所」が創設され，2 年後
となる 1883 年には東京物理学校と改称されました．
当時，日本国内において自然科学の教育を行ってい
たのは東京大学（1877 年）と東京物理学校のみで
あり，自然科学教育において国内で 2 番目に長い歴
史を持った大学です．1949 年（昭和 24 年）には学
制改革により東京理科大学となり，工学部は 1962
年（昭和 37 年）に建築学科・工業化学科・電気工
学科の 3 学科体制で設置されました．（現在は機械
と情報を含め 5 学科）工学部のある葛飾キャンパス
は 2013 年 4 月に開設された新しいキャンパスであ
り，2025 年 4 月には薬学部も移転し，先進工学部
とあわせて 3 学部を擁する最大のキャンパスとなる
予定です．
　植田研究室は 2014 年 4 月より，10 年以上にわた
り太陽光発電システム技術と電力エネルギーマネジ
メント技術を核に，持続可能な電力エネルギーシス
テムの実現を目指した研究を行っています．私立大
学で毎年の入学人数が多く，大学院進学率も高いた
め，現在，大学院生（修士課程）17 名，学部生 10
名に助教の先生，研究員等を加え，30 名近い大所
帯です．早いもので，修士 56 名，学部 24 名の卒業
生を送り出し，在籍学生とあわせて 100 名を超える
学生たちと研究を行ってきています．

2．研究紹介
　太陽光発電システム技術の研究では，システムの
高度な利用技術，中でも，機械学習を取り入れた発
電量の推定・予測技術の開発，システム健全性維
持の省力化・自動化に向けたデータ分析や AI 利用
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によるスマートメンテナンス技術，画像解析や機械
学習を取り入れたデータ解析手法および故障診断
技術の開発，新たな太陽光発電利用技術の探索や
GIS データを用いたポテンシャル評価，および関連
するツール開発などを行っています．例えば，機械
学習を用いた PV 発電量推定・予測の研究では，太
陽光発電の発電量予測として，日射と気温の予測値
およびシステム情報などを用いた発電量予測技術の
開発を行っています．過積載や日陰などの影響も機
械学習により考慮できるようになってきました．そ
の他，大外しなどの稀頻度リスク評価や，不確実性
を考慮した区間予測などにも取り組んでいます．ま
た，メガソーラモニタリングデータ解析と故障・劣
化診断技術開発では，日射やモジュール温度などの
計測値を用いた高度解析に加え，より汎用性を高め
るための太陽光発電システムの出力値のみを用いた
相互比較や異常値検出などにも取り組んでいます．
　電力エネルギーマネジメントに関する研究では，
より効率よく，より経済的に発電し，より供給信頼
度を高めて電力エネルギーを利用するためのエネル
ギーマネジメントと需要家アグリゲーションに関す
る研究を行っています．太陽光発電をはじめとした
分散型電源の普及に伴い，これまでの電力の消費者
はプロシューマーとなり，小売り電気事業は kWh
のエネルギー価値のみならず，Δ kW 価値や非化石
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価値など様々な電力の価値を取り扱うアグリゲー
ション事業に変わっていきます．電源としての太陽
光発電所も，今後はお天気任せではなく計画通りに
発電すること，電力の価値が高い時間帯に発電する
こと，エネルギーとしての価値だけではなく調整力
を創出していくことが重要となります．本研究室で
は太陽光発電や風力発電といった再生可能エネル
ギーの変動性・間歇性を補う発電制御，蓄電システ
ムや蓄エネルギーシステムを組み合わせたエネル
ギーマネジメントに加え，需要家アグリゲータが翌
日計画値を達成するための充放電計画，調整力創出
に向けた発電量制御やデマンドレスポンス，市場に
おける入札価格決定戦略，需要家間の公平性を確
保するための最適蓄電量配分計画など，電力市場の
完全自由化と太陽光発電の固定価格買取制度の終
了を見据えた，発電所運用および需要家アグリゲー
ションの最適設計技術開発を行っています．また，
住宅用太陽光発電システムに見られるように，低圧
配電系統に大量に導入される分散型電源では配電
系統における電圧上昇問題が懸念されるため，これ
らを考慮した運用技術の研究も行っています．その
ほか，地域脱炭素化に向けた BCP を考慮した地域
エネルギーマネジメント手法の開発などにも取り組
んでいます．




